
郷土の古文書 
「その３ 市の盛衰～伊奈市

いち

と五日市市
いち

」 

 解説  

秋川の渓口集落にあたる伊奈宿の市は、家康の江戸入府後、築城や市街地建設による薪炭の需要増で江戸時代の始めに繁栄

をみました。特に、大消費地の江戸へ附け出す炭は市場の盛衰を左右し、たびたび市場の出入(訴訟)が起こりました。 

明和７(１７７０)年五日市の商人の横暴な商売への不満から、養沢村惣百姓が伊奈市への炭出荷を嘆願します。これをきっ

かけに伊奈村は当時衰退していた市の再興運動を展開しました。しかし、訴訟が長引いたため、経済基盤の弱い養沢村が五日

市村と示談の道を選ぶと、伊奈の炭市再興も期待はずれに終わりました。そのため伊奈村３２軒の問屋は市の再興をかけて直

訴を決意しました。 

 この文書では、五日市へばかり炭を附け出されると、伊奈の炭市が断絶することになり、市場の者達が相続できなくなると

訴えています。連判状は伊奈市
いち

の問屋が団結して、直訴する覚悟の程を示したものです。しかし、結果は伊奈村の必死の訴え

もむなしく、明和８年２月五日市に有利な一方的裁決に終わったのでした。 
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